
令和５年度 地域ぐるみで「体験の風をおこそう」運動推進事業 

チームビルディングセミナー in福井  事業報告書 

（R6.２．１７（土） １６：００～１８：００） 

 

◆ 目的 

・ 福井県で活動する青少年教育関係者の指導力や運営力等の向上を図ることで、地域における体験活

動を持続的に推進できるようにする。 

 

◆ 参加実績 

・ ６３名（内訳：指導者 18名、高校生４５名） 

 

◆ 講師 

・ 福富 信也 氏 （東京電機大学理工学部 専任講師 ・ 株式会社 Humanergy 代表取締役） 

※ オンライン開催 

 

◆ 会場 

・ 敦賀市総合運動公園体育館 ２階会議室 

（〒914-0823 福井県敦賀市沓見 149-1） 

 

◆ 日程 

14：00 

～ 

15：30 

会場準備 

・会場設営 

・オンライン接続テスト 

15：30 

～ 

16：00 

受付 

16：00 

～ 

16：15 

開講式 

・挨拶 

・アイスブレイク 

16：15 

～ 

17：45 

福富氏による講話 

I. “心の安全”を担保したチームづくり 

II. 社会情勢やビジネス環境とスポーツの親和性 

III. リーダーとフォロワーの理想的な関係 

17：45 

～ 

18：00 

閉講式 

・職員挨拶 

・アンケート記入 

 

 

ワークショップの様子 

福富氏による講義の様子 

開講式 次長挨拶 



 

◆ 成果 

・「全体の満足度」に対して、６３名中５５名が「満足」と回答した。 

 

 

 

 

 

 

 

・「事業の実施時期」と「事業の運営」の「満足度」は以下のとおりとなった。 

（未回答…実施時期１名、運営２名） 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 参加者の声 

（指導者） 

・ リーダーとフォロワーの関係性の大切さの重要性に改めて気づいた。（指導時に）実際に言いにくい体験

があったので、指導者としての関わり方を考えようと思った。 

・ 感覚でやっていたチーム作りが、少し答え合わせができた気がする。 

・ チームというよりは、今の職場で応用できるよい内容だった。責任者という立場の私にとってありがたい講

義だった。 

・ 指導者と選手の関係について、従来の型と現在の目指すべき型が理解できた。 

・ チームビルディングについての講演会は初めてでしたが、すごく勉強になりました。心の安全やフラットな

関係を意識してチーム作りをしていきたいです。 

・ 内容が明確で、あっという間に終わってしまった。今後の指導につながることが多くありました。 

・ 欲を言えば、(講師も)対面の開催が良かった。 

 

（高校生） 

・ これからのチームの士気、練習の質が下がらないようにしていきたいと思った。 

・ 先生に頼って自分たちで考えることが少ないので、時々(自分たちで)考えて責任感をもつことも大切だと

思いました。 

・ 同じチームである限り、対等でフラットな関係が大切だということに気づきました。自分の意見を相手にし

っかり伝えようと思いました。 



・ （講義中に）２回のゲームを行って、多様性、人の意見を尊重することの大切さを知れました。 

・ チームワークの大切さやコミュニケーション、目標達成のためのことを知ることができて良かったです。こ

れからの部活で大切にしていきたいです。 

 

◆ 事業運営のツボ・工夫・反省 

（ツボ・工夫） 

・ 団体の運営力を「組織力」として考え、「スポーツ」という観点を切り口に、「チームワーク」や「チームマネ

ジメント」をテーマに講義を依頼した。目標達成に向けての個々の力を引き出す環境と、チームとしての相

乗効果を生み出す組織体制の構築についてワークショップも行いながら理解を深められるようにした。 

・ 講師と事前に zoom で打ち合わせをした。あらかじめ、参加者から講師への質問を聞くようにした。取り

まとめた質問を事前に講師に送付し共有することで、参加者のニーズにも沿うように講義内容を検討し

ていただくことができた。 

・ 広報では、福井県スポーツ協会と嶺南地域のスポーツ協会、福井新聞社、嶺南ケーブルテレビに後援申

請をし、所属の団体に広報を依頼した。また、嶺南ケーブルネットワークで本事業の広報と施設利用の紹

介を放映していただいた。 

・ オンラインでの実施ということもあり、事前に会場の下見や電子機器の接続の確認を行った。当日は音響

の確認をこまめに行い、複数の機器でもバックアップも備えておいたことから、当日はスムーズに進行す

ることにつながった。 

・ 当日、参加者の座席を指導者と高校生に分けて配置した。参加者のアンケートで、「他校の人と意見を

交換できてよかった」という声があり、高校生同士でディスカッションし、これまでの活動の振り返りや今

後の目標を共有する機会となった。 

・ 講義中に複数のパソコンを接続し、担当職員が会場内の様子を映すなどして、講師が会場の様子を分

かるように工夫した。 

 

（反省・課題） 

・ 対象を高校生以上としたが、参加人数のうち多くが高校生であったため、講義の前に高校生に合わせた

内容に変更していただいた。 

・ 講師の声を現地で直接聞きたかったという声が参加者から挙がった。 

・ 今回参加できなかった方から、オンライン実施の希望があった。企画をする段階で、今回は講師と相談し

会場集合での実施とした。次回からは、このような希望もあることでオンライン参加も検討していきたい。 


